
 

 

（７）令和元年度流山市水道事業報告書 

ア  総括事項 

令和元年度の水道事業は、平成２２年度に策定した流山市水道

事業基本計画（平成２３年度～令和２年度）（以下「基本計画」

という。）における「市民への安全な水の安定供給をめざして」

を基本方針とし、流山市水道事業に係る認可（以下「第６次拡張

変更認可」という。）及び平成３１年４月に改定した流山市水道

事業経営戦略（平成２８年度～令和９年度）に基づいて事業を実

施した。 

収入面において、給水収益については本市の人口増加に伴い、

給水区域内人口が２．７６パーセント増加し、年間有収水量が２．０５

パーセント伸びたことにより、前年度に比べ税抜きで２．４１パ

ーセント（７０，８６７，９６３円）の増となった。 

また、給水申込納付金については、前年度に比べ１８．５４パ

ーセント（１３６，０４０，０００円）の減額となり、損益では

３９７，２４５，０３０円の利益となった。 

一方、水道事業を取り巻く環境として、給水人口の伸び率２．７８

パーセントに対し、年間有収水量の伸び率は２．０５パーセント

に留まっていることから、一人当たりの給水量は依然として減少

傾向となっている。 

運営面において、浄水場の運転管理業務及び維持管理等業務委

託、給水装置関連及び漏水修理等業務委託並びに上下水道料金等

徴収業務委託について継続して民間に委託し、水道利用者の利便

性の向上と効率的な運営に努めた。 

令和元年度は千葉県内の市町村で台風被害が続出したため、千

葉県水道災害相互応援協定に基づき応援職員や給水車を派遣し、

さらには、市内の小学校に応急給水栓を設置するなど災害対策に

注力した。 



 

 

水道事業のＰＲ活動のために、上下水道局単独で発行している

広報誌についても継続して発行した。 

イ  建設事業 

基本計画及び第６次拡張変更認可に基づき、既設浄水場の自己

水源の改修を実施したほか、配水管の改良、拡張工事を実施した。 

既設浄水場の自己水源の改修については、東部浄水場３号井戸

及び５号井戸の調査業務を実施した。また、既設浄水場の改修工

事として、おおたかの森浄水場に応急給水設備を設置した。 

一方、配水施設整備事業は、給水区域の安定した給水と一定の

水圧を確保するため、配水管の口径変更と塩化ビニル管等を地震

に強いダグタイル鋳鉄管や水道配水用ポリエチレン管に改良する

配水管改良工事２２件、延長６，４１２メートル、越谷流山線バ

イパス道路整備に伴う配水管移設工事１件、延長５３２メートル、

舗装本復旧工事７件、面積１１，５１０平方メートルを実施した。

また、未給水区域の解消を図るため、配水管拡張工事４件、延長 

９８０メートルを実施した。 

さらに、つくばエクスプレス沿線整備事業に係る配水管拡張工

事として、木地区、運動公園周辺地区及び新市街地地区において、

繰越５件を含む拡張工事８件、延長５，６１８メートルを実施し、

安心安全な水の安定供給追求を図った。 

ウ  業務の状況 

  令 和 元 年 度 末 の 給 水 人 口 は １ ９ ５ ， ２ ３ ０ 人 で 、 前 年 度 に 比

べ５，２８７人増加し、給水普及率は９９．５９パーセントとな

った。 

年間有収水量は１７，６２５，２６８立方メートルとなり、前

年度に比べ３５３，９８８立方メートルの増となった。 

また、水道料金等の不納欠損金処理は２９３件、８５７，００１

円で、前年度に比べ件数では８１件増、金額では３，０５５円の



 

 

増となった。 

このほか、給水申込納付金の調定状況は、件数では４４９件減

の２，３８８件、金額では１１７，２３８，０００円減の総額で 

６５１，８１９，２００円となった。 

    臨時給水については、件数では３６件増の８５６件、金額では 

１８，２３７，８３１円増の３８，６４４，０７３円となった。 

エ  経理の状況 

    収益的収入は４，３２６，９７５，６４３円（税込み）で前年

度に比べ７７，６６９，９７３円の減収となった。この主な要因

は給水申込納付金の減少によるものである。 

一方、収益的支出は３，８６０，３９０，４８２円（税込み）

で、前年度と比べ５５５，２８３，７４０円の増加となった。こ

の主な要因は、雑支出による一般会計への納付金や固定資産に係

る減価償却費の増加等によるものである。 

このような状況の中、令和元年度の損益は、税抜きによる収益

的 収 入 が ４ ， ０ ０ ４ ， ６ ６ ７ ， ２ ２ ４ 円 、 収 益 的 支 出 が 

３，６０７，４２２，１９４円で、収入から支出を差し引くと、 

３９７，２４５，０３０円の純利益を計上することができた。 

    資本的収入は３５８，５７３，６７６円（税込み）で前年度に

比べ１０４，７２５，０３９円の減収となった。その主な要因は、

つくばエクスプレス沿線整備工事負担金の減少によるもので、資

本的支出のつくばエクスプレス沿線整備事業費に充てるため、沿

線区画整理事業者との負担協定に基づき収入したものである。 

    一方、資本的支出は２，３４８，９６７，４６４円（税込み）

で、前年度に比べ１８１，９８３，４９９円の増加となった。 

その主な要因は、配水管改良工事の大幅な増加によるものであ 

る。なお、拡張事業費については、９７，５７２，７５８円（税

込み）で、前年度に比べ１２，６８８，９４０円の増加、つくば



 

 

エクスプレス沿線整備事業費は２９３，０６３，１３０円（税込

み）で、前年度に比べ１３９，８０１，５８５円の減少となって

いる。 


